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令和４年度事業報告書 

自 令和 4 年 4 月 1 日 

至 令和 5 年 3 月 31 日 

 

公益社団法人なら犯罪被害者支援センターは、犯罪被害者等への「支援体制の充実を図

る」ことを重点課題として、定款第４条に定める事業を次のとおり推進した。 

 

１ 被害者等に対する相談業務 

令和 4 年度中の総取扱件数は、884 件で令和 3 年度と比べ 25 件減少した。 

態様別では、電話相談が 44 件、専門相談が 42 件増加、直接支援が 132 件減少した。

特に職場・関係機関への手配・付添・連絡の件数が 103 件の減少となっている。これは

警察の事情聴取の付添が減少したことが主な原因と考えられる。 

被害内容の内訳では、性的被害が 502 件（56.8％）で最も多く、続いて DV 被害 121

件、殺人 108 件（12.2％）、暴行傷害 53件（5.8％）となっている。特に DV 被害が前

年度比 115 件増と顕著である。 

本年度 前年度

件数 件数 件数 ％

884 909 △ 25 △ 2.8

支援活動員がセンターに常駐しての電話相談 416 372 44 11.8

相談員による面接相談 77 62 15 24.2

臨床心理士等によるカウンセリング 35 29 6 20.7

医師・弁護士等による専門相談 94 52 42 80.8

相談員及び直接支援員による直接支援 262 394 △ 132 △ 33.5

1 0 1 -

64 167 △ 103 △ 61.7

34 72 △ 38 △ 52.8

63 80 △ 17 △ 21.3

74 71 3 4.2

26 4 22 -

総　取　扱　件　数

相談事業取扱件数

項　　目 内　　　　容

受理件数

前年度比

法律相談の手配・付添

その他

電話相談

面接相談

カウンセリング

専門相談

直接支援

内

訳

自宅訪問、日常生活支援

職場・関係機関等への手配・付添・連絡

医療機関（カウンセリングを含む）の手配・付添

警察署・検察庁・裁判所等への連絡調整・付添　
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殺人 暴行傷害 性的被害 ＤＶ被害 交通被害 財産被害 ストーカー 脅迫 誘拐監禁 その他 合計

件数 108 53 502 121 22 8 10 3 9 48 884

割合(%) 12.2% 5.8% 56.8% 13.7% 2.5% 0.9% 1.1% 0.3% 1.0% 5.4% 100.0%

前年度比 △ 59 △ 79 △ 4 115 △ 12 △ 6 △ 13 3 9 21 △ 25

件数 167 132 506 6 34 14 23 0 0 27 909

割合 18.4% 14.5% 55.7% 0.7% 3.7% 1.5% 2.5% 0.0% 0.0% 3.0% 100.0%

被害別取扱件数

被害別相談・支援活動件数

4年度

3年度

 

 

２ 被害者緊急支援金等の取扱状況 

 犯罪被害を原因として緊急に経済的支援を要する犯罪被害者等に対し、支給または貸付

を行うため新設した「被害者緊急支援基金」の取扱いは①のとおり。また緊急支援金の申

込みを受けた内、全国被害者支援ネットワークの支給対象に該当するものは②を優先して

手続きを行い支給された。 

① 当センター被害者緊急支援金取扱状況 

種別 金額(円) 返還日 金額

R4.8.2 K K 弁護士委託費用 150,000 支給 4,850,000

R4.9.14 Ｙ Ｙ 生活費用 100,000 支給 4,750,000

R4.8.2 K K 弁護士委託費用 R4.9.21 149,670 4,899,670

R4.10.6 Ｙ Ｙ 生活費用 100,000 支給 4,799,670

R4.11.7 Ｙ Ｙ 生活費用 100,000 支給 4,699,670

R4.11.10 K K 弁護士委託費用 150,000 支給 4,549,670

R4.11.18 Ｓ Ｓ 弁護士委託費用 150,000 支給 4,399,670

R4.11.10 K K 弁護士委託費用 R4.11.22 149,780 4,549,450

750,000 299,450令和4年度支給累計 返還計

被害者緊急支援金取扱状況

申請日 申込者 被害者
支　援　金 支給or

不支給

返　　還 基金残高

(円)

 

②全国被害者支援ネットワーク被害者緊急支援金（夢の貯金箱）取扱状況 

種別 金額(円)

R4.9.6 K K 転居費用 275,000 支給 275,000

R4.9.15 H H 転居費用 285,000 支給 560,000

全国被害者支援ネットワーク被害者緊急支援金（夢の貯金箱）取扱状況

申請日 申込者 被害者
支　援　金 支給or

不支給
基金利用合計(円)
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３ 広報啓発事業 

（１）犯罪被害者週間（令和 4 年 11 月 25 日～12 月 1 日）に関連した広報活動、 

・「犯罪被害者支援奈良県民のつどい」の開催 

令和 4 年 12 月 3 日（土）、奈良公園バスターミナルレクチャーホールにおいて、

池袋暴走事故のご遺族、松永拓也様に「交通事故と被害者支援～家族の愛～」と題

して講演をいただいた。皆様のお陰を持ちまして、参加者約 200 名で成功裏に終わ

ることができ、反響も大きく、新聞にも取り上げられた。 

（２）「生命のメッセージ展」の開催 

令和 4 年 11 月 16 日、イオンモール高の原店で開催した。 

（３）街頭啓発活動（駅前等での街頭広報） 

奈良県警察本部等の協力を得て、次の街頭啓発活動（リーフレット、ティッシュ

ペーパー等の配布）を行った。 

日　　付 場　　所 内　容　等

令和4年5月20日 近鉄奈良駅行基菩薩前
広報啓発活動(吉川友梨さん誘拐事件

の情報提供)

令和4年10月3日 近鉄奈良駅行基菩薩前 広報啓発活動

令和4年11月25日
近鉄大和西大寺駅2階改札

口前通路
広報啓発活動

 

（４）犯罪被害者支援募金活動 

① 募金箱の設置 

関係機関・団体及び賛助会事業所を主に、前年度に引続き募金箱の設置を依頼した。 

令和５年３月末 令和４年３月末

設置箇所 増加 減少 増減 設置箇所

75 0 0 0 75

令和４年度

募金箱の設置状況

 

② 支援型自動販売機の設置 

飲料水販売業者及び関係機関の協力を頂き、令和 4 年度は前年比 5 台の増加とな

った。 

令和５年３月末 令和４年３月末

設置台数 増加㋐ 減少㋑ 増減 設置台数

109 9 4 5 104

寄附型自動販売機の設置状況

令和４年度

 

増加㋐：トヨタユナイテッド奈良㈱7 台、㈱奥村組工事所 2 台 

減少㋑：警察関係 3 台（奈良西、桜井、香芝）、下市温泉 1 台（一時休止） 

設置場所提供者 

警察 38 台、トヨタユナイテッド奈良㈱22 台、奈良県農協 5 台、下市町 2 台等 



- 4 - 

 

③ ホンデリング活動 

    ホンデリングとは、不要となった本・ＣＤ・ＤＶＤ等を指定の業者に送付して頂く

と、その買い取り代金が当支援センターに寄付される活動で、広く県民にこの活動

の協力を依頼した。 

（５）犯罪被害者支援事業の周知を図るための取り組み 

① 機関誌「ハートニュース春号（33 号）・秋号（34 号）」を発行した。 

② ホームページを随時更新し、内容の充実を図った。 

③ リーフレット、ポケットティッシュ、ボールペン等の啓発物品を作製、配布をした。 

 

４ 調査、研究及び研修事業 

犯罪被害者の心理や適切な被害者支援のあり方等に関する調査研究及び支援員の相

談業務資質向上のため、原則として毎月１回（第３金曜日）定例研修を実施した。。 

その他参加した研修及び会議等は次表の通り。 

開催日 内　　　　容 場所

令和4年7月30日

～令和4年7月31日

全国被害者支援ネットワーク近畿ブロック

「質の向上研修上半期」
Zoom

令和4年8月5日

～令和4年8月6日
全国支援活動責任者研修 Zoom

令和4年9月6日
「さまざまな人権課題に関わるアドバイ

ザー研修会
奈良県人権センター

令和4年11月19日 犯罪被害者支援京都フォーラム
京都市生涯学習総合

センター

令和4年11月26日
大阪被害者支援アドボカシーセンター　被

害者支援シンポジウム

大阪産業創造館　イ

ベントホール

令和4年11月27日 ひょうご被害者支援センターシンポジウム
ラッセホール（神戸

市）

令和5年3月4日

～令和5年3月5日

全国被害者支援ネットワーク近畿ブロック

「質の向上研修下半期」
Zoom

参加した主な研修・会議等

令和4年4月11日
大和郡山市「人権を確かめ合う日」記念集

会
やまと郡山城ホール

令和4年10月15日

～令和4年10月16日
秋期全国研修会 機械振興会館（東京）

令和4年10月14日 全国犯罪被害者支援フォーラム イイノホール（東京）

 

５ 支援活動員の養成事業 

  犯罪被害者等の支援活動を行うボランティアを新たに募集し、支援のために必要な基
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礎知識及び技能を習得させるため、次の講座等を実施した。 

  当初 10 名の応募があったものの仕事の都合等により最終的に 7 名の受講生が、9 月

から 12 月にかけて 13 回（22 講座）の講座を受講し、最終的に 6 名を被害者等支援員

として選任することとなった。 

  ・養成講座 13 回（22 講座） （令和 4 年 9 月 7 日～令和 4 年 12 月 7 日） 

  ・電話相談の実地研修    （令和 5 年 1 月～3 月にかけて各人 3 回実施） 

 

６ 講師派遣 

関係機関・団体から講師派遣の要請を受け、次の研修等に講師として参加し、連携を

強化した。 

開催日 内　　　　容 場　　所 派遣講師

奈良人権部落解放研修所主催

「これからの時代のための総合

人権講座」

令和5年3月9日 保護観察所　職員研修 奈良保護観察所 東元事務局長

令和5年3月17日 犯罪被害者等対応窓口職員研修
奈良県社会福祉総合

センター
東元事務局長

講師を派遣した主な研修・会議等

令和4年11月4日
NPO法人なら人権情報センター

「河合町人権学習講座」
河合町中央公民館 東元事務局長

令和4年11月11日 奈良県人権センター 東元事務局長

  

 

７ 犯罪被害者等支援条例の締結 

令和３年４月に奈良県下の全ての市町村で犯罪被害者等支援条例が制定された。 

 

８ 会議 

⑴ 総会・理事会 

開　催　日 備　考

令和4年6月15日

第１回理事会 令和4年5月20日 書　面

第２回理事会 令和4年6月15日 招　集

第３回理事会 令和4年10月25日 書　面

第４回理事会 令和5年3月15日 招　集

会議名等

総　　会

理

事

会

会　　　　議
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⑵ 関係機関との会議等 

開催日 内　　　　容 場所 参加者

令和4年4月19日 全国事務局長等会議 Zoom
東元事務局長

信岡事務局長

令和4年6月21日
なら被害者支援ネットワーク

総会及び特別講演
奈良県警察本部 東元事務局長

令和4年6月21日 性被害者支援専門部会 奈良県警察本部 神田事務局員

令和4年8月9日 全国理事長会議 Zoom 森本理事長

令和4年9月2日
なら被害者支援ネットワーク

少年被害者支援専門部会
奈良県警察本部 橋本事務局員

令和4年9月15日 公益法人テーマ別セミナー
オーバーホール毎

日インテシオ
信岡事務局長

令和4年9月15日
交通事故被害者サポート事業

自助グループ運営・連絡会議
Zoom 東元事務局長

令和4年9月20日
日本財団預保納付金支援事業

助成事業申請説明会
Zoom 信岡事務局長

令和4年10月7日 近畿ブロック事務局長会議 Zoom 信岡事務局長

令和4年10月7日
配偶者等からの暴力被害者支

援協議会
修徳ビル 東元事務局長

令和4年10月22日
なら・ヒューマンフェスティ

バル

五條市上野公園総

合体育館
東元事務局長

令和4年10月24日 助成金フル活用セミナー Zoom 信岡事務局長

令和4年11月25日
第２回配偶者等からの暴力被

害者支援協議会
修徳ビル 東元事務局長

令和4年11月30日 公益法人テーマ別セミナー
オーバーホール毎

日インテシオ
信岡事務局長

令和4年12月20日
奈良県犯罪被害者等支援施策

協議会
奈良県文化会館 福井専務理事

参加した主な会議等

 

 その他、「犯罪被害者支援奈良県民のつどい」に向けて、奈良県人権施策課、奈良県

警察本部県民サービス課の担当者と検討会を 5 回実施した。 

 

 

以上 


